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令和８年度

五ヶ瀬町第２区高齢者クラブ「寿会」総会にて集合写真

第２区・寿会
会長　宮本　紀昭
会員　74名

単老写真報告

　宮崎県の北西部に位置する自然豊かな五ヶ瀬町は、令和８年３月末の人口が3,114人と小さな町で
す。私たち２区高齢者クラブ・寿会の地区は、通称しだれ桜の里として親しまれ、なかでも浄専寺の
しだれ桜は樹齢約３００年と宮崎県の天然記念物に指定されています。
　今年度の総会は桜の見ごろ４月５日に開催され、総会後には引き続きお花見交流会を開宴し賑やか
な新年度の幕開けとなりました。
　近年の高齢者クラブの会員減少に伴い、令和７年度には県老連の助成金を活用し畑作業を通じて高
齢者の親睦と健康づくりを図ろうと、同クラブ地区に「五ヶ瀬シニア農園しだれ桜の里」を開園しまし
た。
　仲間とともにスイートコーン等を栽培し、同年７月28日には関係者を招き、初めての収穫祭を行
いました。令和８年度も引き続き活動に取り組んでおり、現在はスイートコーンや落花生等の苗植え
を行い仲間とともに汗を流しています。今後は町民であれば区域にこだわらず、少しでも高齢者の輪
が広がれば嬉しいと考えています。

愛情たっぷり育てています 浄専寺のしだれ桜「収穫祭」仲間と共に
とうもろこしを囲んで

木陰でミーティング
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令
和
７
年
度
第
３
回
理
事
会
及
び

第
２
回
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
第
１
回
、
第
２
回
理
事
会
及
び

定
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
令
和
８
年
３
月
16
日
㈪
に
令
和
７

年
度
第
３
回
理
事
会
が
、
３
月
26
日
㈭

に
令
和
７
年
度
第
２
回
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

⑴　

理
事
会

　

①
令
和
７
年
度
収
支
補
正
予
算
案
、

②
令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
、
③
令
和

８
年
度
収
支
予
算
案
、
④
活
動
特
定
資

産
の
取
り
崩
し
等
、
⑤
表
彰
規
程
の
一

部
改
正
、
⑥
令
和
８
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
⑦

第
51
回
宮
崎
県
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
、

⑧
令
和
７
年
度
第
２
回
評
議
委
員
会
招

集
な
ど
に
つ
い
て
議
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
議
案
も
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
承
認
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
協
議
事
項
と
し
て
理
事
及
び

監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
監
事
の
選
出

地
区
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
基
本
財
産
の
満
期

に
伴
う
対
応
及
び
会
長
及
び
常
務
理
事

の
職
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

⑵　

評
議
員
会

　

①
令
和
７
年
度
収
支
補
正
予
算
案
、

②
令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
、
③
令
和

８
年
度
収
支
予
算
案
、
④
活
動
特
定
資

産
の
取
り
崩
し
等
に
つ
い
て
議
事
が
行

わ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
を
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
事
項
と
し
て
理
事
及
び

監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
監
事
の
選
出

地
区
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
基
本
財
産
の
満
期

に
伴
う
対
応
、
表
彰
規
程
の
一
部
改
正
、

令
和
８
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
第
51
回
宮
崎
県

さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
大
会
に

つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し

た
。

　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
令
和
８
年
５
月
29
日
㈮
に
第
１
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
①
令
和
７
年
度

事
業
報
告
案
、
②
令
和
７
年
度
収
支
決

算
案
、
③
令
和
８
年
度
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
表
彰
の
推
薦
候
補
案
、

④
第
51
回
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
（
開

催
概
要
）、
⑤
県
老
連
監
事
選
任
案
、

⑥
定
時
評
議
員
会
招
集
に
つ
い
て
、
議

事
が
行
わ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
第
２
回
評

議
員
会
で
協
議
さ
れ
た
表
彰
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク

ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
に
つ
い
て
準
備

状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
19
日
㈮
に
は
、
同
じ
く
同
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
定
時
評
議
員
会
及
び

第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
評
議
員
会
で
は
、
①
令
和
７
年
度

事
業
報
告
案
、
②
令
和
７
年
度
収
支
決

算
案
、
③
理
事
及
び
監
事
の
選
任
、
④

評
議
員
の
選
任
（
補
充
）、
⑤
活
動
特

定
資
産
管
理
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
議
事
が
行
わ
れ
、
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
等
の
推

薦
候
補
案
及
び
「
表
彰
規
程
」
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
理
事
会

で
は
、
①
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事

の
選
定
に
つ
い
て
議
事
が
行
わ
れ
、
会

長
に
竹
中
隆
志
（
宮
崎
市
老
連
会
長
、

再
任
）、
副
会
長
に
河
野
恭
博
（
日
南

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、新
任
）、

荒
武
公
治
（
三
股
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
、
新
任
）、
黒
木
覚
市
（
日
向

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、新
任
）、

石
川
喜
代
香
（
県
老
連
女
性
部
部
長
、

新
任
）
の
各

理
事
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常

務
理
事
に
兒

玉
洋
一
県
老

連
事
務
局
長

が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

理事会

第２回理事会

評議員会

定時評議員会
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令
和
８
年
度
事
業
計
画
概
要

令和８年度  行事予定表
月 県老連行事 全老連・九州ブロック行事
4

5
・第１回若手委員会・女性部部長会・事務局長合同会議�
　（20日㈬県福祉総合センター）�
・監事会（18日㈪、県福祉総合センター）�
・第１回　理事会（決算、29日㈮、県福祉総合センター）

6 ・定時評議員会・第２回理事会（19日㈮）

7 ・九州ブロック老人クラブリーダー研修会（2日㈭~3日㈮）�
・第３回　理事会（15日㈬、表彰選考ほか、県福祉総合センター）

・都道府県・指定都市老連事務局長会議（30日㈭、東京都）

8
・県老連だより発行（上旬）�
・�シルバーボランティア研修会（宮崎会場、都城会場、延岡会場　
上旬）

・九州各県・指定都市老連事務局長会議（20日㈭~21日㈮、長崎市）�
・活動推進員等職員セミナー（25日㈫、東京都）

9
・シニアパワー宮崎づくり月間�
・第51回　宮崎県さんさんクラブ大会�
　（30日㈬、メディキット県民文化センター）

・老人の日・老人週間（15日㈫～21日㈪）　　・全国一斉「社会奉仕の日」（19日㈯）

10 ・第25回　さんさんクラブ宮崎スポーツ大会�　（16日㈮、県総合運動公園、予備日21日㈬）

11
・�第38回　�全国健康福祉祭埼玉大会「ねんりんピック彩の国さいた

ま2026美術展」（７日㈯~10日㈫、さいたま市）
・第55回　全国老人クラブ大会（26日㈭~27日㈮、鳥取市）

12

・第60回　さんさんクラブ宮崎作品展示会�
　（１日㈫~６日㈰、県立美術館）�
　展　示：３日㈭~５日㈯�
　搬　入：１日、審査会：２日、搬出：６日�
　表彰式：特別賞表彰　６日午前　

・高齢者の健康づくり・生活支援セミナー（８日㈫~９日㈬、東京都）

1

2
・女性部部長・若手委員・事務局長合同会議（未定、県福祉総合センター）�
・eスポーツ・ニュースポーツ体験交流会（未定、県内３か所で開催）�
・県老連だより発行（下旬）

・都道府県、指定都市老連代表者会議（４日㈭~５日㈮、東京都）�

3
・理事会（中・下旬、県福祉総合センター）�
・評議員会（下旬、県福祉総合センター）

 解散防止対策強化月間（～4月)

Ⅰ 「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

　

�

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

�

（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ 

メ
イ
ン
テ
ー
マ　

平
成
26
年
度
～
）

〈
健
康
寿
命
〉

　

○�

健
康
寿
命
を
の
ば
し
、
自
立
し
た
生
活
、
生
き
が
い

あ
る
生
活
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

○�

仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に
継
続
的
な
健
康
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
地
域
づ
く
り
〉

　

○�

他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
安
全
･
安
心
の
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

○�

元
気
高
齢
者
の
知
識
･
経
験
･
活
力
を
生
か
す
場
づ

く
り
・
機
会
づ
く
り
を
広
げ
ま
す
。

  Ⅱ　
基
本
方
針

  

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
・
友
愛
訪
問
な
ど
の
様
々
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
環
境
美
化
、
世
代
間
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
た
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
言
わ
れ
る
中
、

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者
の
健
康
年
齢
を
延
伸
し
て
い
く
取

組
が
重
要
に
な
る
と
と
も
に
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」の

取
組
を
行
う
老
人
ク
ラ
ブ
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
60
代
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
の
就
業
人
口

の
増
加
や
近
年
の
個
々
人
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、

本
県
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に
会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
引
き
続
き
会
員
増
強
の
取
組
強
化
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
令
和
８
年
度
は
本
県
が「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」の
開
催
県
と
な
る
こ
と
か

ら
、
会
員
の
総
力
を
あ
げ
て
九
州
各
県
か
ら
参
加
す
る
仲

間
を
温
か
く
迎
え
る
な
ど
、
研
修
会
の
成
功
に
向
け
た
取

組
を
行
う
。

Ⅲ　
重
点
推
進
事
項

　

１　

組
織
の
強
化
と
仲
間
づ
く
り
の
推
進

　

２　

�

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防

活
動
の
推
進

　

３　

地
域
支
え
合
い
・
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進 

 

Ⅳ　
事
業
の
実
施
計
画

　
１　
組
織
の
強
化
と
仲
間
づ
く
り
の
推
進

　
　

⑴　

第
51
回
宮
崎
県
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会

　
　

⑵　

�

市
町
村
老
連
会
長
及
び
中
核
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

の
開
催

　
　

⑶　

�

会
員
加
入
促
進
・
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
取
り

組
み

　
　

⑷　

�

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
市
町
村（
地
区
）老
連

役
員
へ
の
女
性
の
登
用

　
　

⑸　

広
報
活
動
の
強
化

　
　

⑹　

顕
彰

　
　

⑺　

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
の
普
及
促
進

　
２�　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
介
護

予
防
活
動
の
推
進

　
○「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
」の
推
進

　
　

⑴　
「
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」の
実
施

　
　

⑵　
�「

第
25
回
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」の
開
催

　
　

⑶　

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

　
○
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り　

　
　

⑴　

サ
ー
ク
ル
活
動
の
推
進

　
　

⑵　

�「
第
60
回
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
作
品
展
示
会
」

の
開
催

　
３　
地
域
支
え
合
い
・
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進

　
　

⑴　
「
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
」の
推
進

　
　
　

①「
１
ク
ラ
ブ
１
友
愛
チ
ー
ム
づ
く
り
」の
推
進

　
　
　

②�「
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

の
開
催

　
　

⑵　

�「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」の
取
り
組
み

　
　

⑶　

全
国
一
斉「
社
会
奉
仕
の
日
」の
推
進

　
　

⑷　

�「
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
宮
崎
づ
く
り
月
間
」の
推
進

　
　

⑸　

文
化
伝
承
、
世
代
間
交
流
の
推
進

　
　

⑹　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進  

　
　
　

（ｱ）　

防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進 

　
　
　

（ｲ）　

子
ど
も
見
守
り
活
動
の
推
進　
　
　
　

　
４　
図
書
取
扱
事
業（
収
益
事
業
）

　
５　
会
の
運
営

　
　

⑴　

役
員
会
等
の
開
催

　
　

⑵　

�

公
益
法
人
事
務
の
遂
行

　
　

⑶　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の
参
加

　
　

⑷　

�

九
州
各
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
連

絡
協
議
会
行
事
の
開
催
・
参
加
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令
和
７
年
度
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
交
流
会
の
開
催

▲日向会場

▲小林会場

▲宮崎会場

　

県
老
連
で
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん
の

心
身
の
機
能
活
性
化
や
健
康
維
持
を
図
る
た
め
、「
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。令
和
6
年
度
ま
で
の
３
年
間
か
け
て
、

県
内
９
カ
所
で
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
交
流
会
」を
開
催
し
、県
内
を
一
巡
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
二
巡
目
に
入
り
、
改
め
て
３
年
間

で
９
箇
所
開
催
す
る
予
定
で
す
。
今
年
度
は
、
２
月
12

日
㈭
に
日
向
市
中
央
公
民
館
を
会
場
と
し
て
、
日
向
市
、

諸
塚
村
、
椎
葉
村
、
美
郷
町
の
39
名
の
方
々
が
参
加
し

ま
し
た
。
翌
週
２
月
19
日
㈭
に
小
林
中
央
公
民
館
を
会

場
と
し
て
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
30
名
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
月
25
日
㈬
に
宮
崎

県
体
育
館
で
宮
崎
市
、
国
富
町
、
綾
町
の
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
参
加
者
が
半
々
に
別
れ
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
50
分
ず
つ
交
互
に
体
験
し
ま

し
た
。

　

e
ス
ポ
ー
ツ
は
県
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
佐
藤
光
倫
先

生
に
脳
と
腕
・
指
先
の
連
携
を
鍛
え
る
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム

の
「
ぷ
よ
ぷ
よ
」
を
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
東
園
二
明

先
生
に
、
氷
上
で
行
う
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
を
フ
ロ
ア
ー

で
気
軽
に
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
た
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ゲ
ー
ム
に

も
す
ぐ
に
慣
れ
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
脳
や
身
体
を

使
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
宮

崎
日
日
新
聞
と
夕
刊
デ
イ
リ
ー
に
新
聞
広
告
を
掲
載
し

て
会
員
以
外
の
方
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
会

員
以
外
の
方
が
３
会
場
で
14
人
も
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　

県
老
連
で
は
、
来
年
度
以
降
も
同
様
の
体
験
交
流
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
新
規
会
員
勧
誘
の

機
会
と
し
て
も
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

宮
崎
で
開
催
！

主催者挨拶
九州ブロック連絡協議会 牧達夫会長（大分県老連会長）

事例発表
佐賀市富士町老連田中薫会長

懇親会
乾杯

主催者挨拶
宮崎県老連 竹中隆志会長

事例発表
中津市老連秋本豊師事務局長

懇親会
会場を沸かせた
「日向ひょっとこ踊り」

来賓祝辞
河野俊嗣宮崎県知事

事例発表
沖縄市老連知花朝盛地域福祉
委員長

講演
江藤敏治先生
「Ｄｒ．エトーの元気に齢を
重ねる健幸長寿10か条」

基調報告
岩崎香子全老連事務局長

事例発表に聴き入る参加者の
皆さん

閉会あいさつ
九州ブロック連絡協議会
鹿子木良一副会長

会場からの熱心な質問

次期開催県挨拶
福岡県老連
岡本頴和会長

　

九
州
各
県
及
び
政
令
指
定
都
市
が
持
ち
回
り
で

開
催
す
る
「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
が
７
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
宮
崎
市
の
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
地
か
ら
２
１
９
名

（
本
県
１
０
９
名
含
む
）
の
参
加
を
得
て
、
午
後

１
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
国
歌
斉
唱
や

物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
に
、
全
老
連
理
事
で
あ
る

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
の
牧
達
夫
会
長
（
大

分
県
連
会
長
）
及
び
開
催
県
で
あ
る
宮
崎
県
老
連

の
竹
中
隆
志
会
長
か
ら
の
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

河
野
俊
嗣
宮
崎
県
知
事
及
び
宮
崎
市
長
代
理
の

袈
裟
丸
未
央
副
市
長
か
ら
は
、
丁
寧
な
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
全
老
連
の
岩
崎
香
子
事
務
局

長
か
ら
「
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
振
興
に
向

け
て
―
私
た
ち
自
身
の
幸
せ
と
、
希
望
が
持
て
る

地
域
を
目
指
し
て
歩
み
を
進
め
よ
う
―
」と
題
し
て
、

様
々
な
統
計
資
料
を
踏
ま
え
た
高
齢
者
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
現
況
や
全
国
的
な
取
り
組
み
目
標
に
つ
い

て
詳
し
く
お
話
が
あ
り
、
さ
ら
に
全
老
連
の
令
和

８
年
度
事
業
の
ご
紹
介
や
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
向
け
て
の
貴
重
な
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
３
県
か
ら
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
活
動
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
佐
賀
県
佐
賀
市
富
士
町
老
連
の
田
中
薫

会
長
か
ら
「
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
か
ら
フ
レ

イ
ル
（
虚
弱
）予
防
へ
」と
題
し
て
、「
栄
養
改
善
」

「
運
動
習
慣
の
維
持
」「
社
会
参
加
の
促
進
」
を
３

本
柱
と
し
て
取
り
組
む
状
況
を
報
告
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
に
、
大
分
県
中
津
市
老
連
の
秋
本
豊
師
事
務

局
長
か
ら
「
活
動
へ
の
参
加
機
会
多
様
化
へ
向
け

た
様
々
な
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、「
軽
ス
ポ
ー

ツ
活
動
機
会
の
提
供
」「
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
は

別
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
に
よ
る
活
動
機
会
の
提

供
」
な
ど
４
つ
の
活
動
機
会
提
供
の
取
り
組
み
を

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
沖
縄
県
沖
縄
市
老
連
の
知
花
朝
盛
地
域

福
祉
委
員
長
か
ら
「
通
い
の
場
（
サ
ロ
ン
）
で
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
高
齢
者
サ

ロ
ン
の
活
発
で
多
種
多
様
な
取
り
組
み
を
具
体
的

に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
地
元

宮
崎
の
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
る
な

か
で
和
や
か
で
賑
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

翌
３
日
㈮
は
、「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
で

体
調
を
整
え
た
あ
と
、
春
光
会
記
念
病
院
の
江
藤

敏
治
先
生
に
よ
る
「
Ｄ
ｒ
．
エ
ト
ー
の
元
気
に
齢

を
重
ね
る
健
幸
長
寿
10
か
条
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
望
む
健
康
寿
命
を
延
ば

す
秘
訣
を
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
後
の
閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
県
で
あ
る

福
岡
県
に
引
き
継
い
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
様
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
遠
路
は
る
ば
る
お
越

し
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。



会
長  

川
路
豊
子

志
比
田
北
高
齢
者
ク
ラ
ブ

単 位 ク ラ ブ 紹 介
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皆
で
楽
し
む
ク
ラ
ブ
活
動

　

昨
今
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
会
員
の

加
入
は
進
ま
ず
、
ク
ラ
ブ
の
維
持
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
行
事
を
進
め
る
中
、

会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
み
働
く
こ

と
を
目
標
に
、
先
頭
に
立
ち
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
環
境

を
守
り
毎
年
ホ
タ
ル
が
観
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
地
道
な
清
掃
や
カ
ワ

ニ
ナ
が
育
つ
環
境
づ
く
り
を
地
元
の
公

民
館
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
が
集
う
「
こ

け
な
い
体
操
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」

「
温
泉
行
き
」な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
特
徴
的
な
活
動
と
し
て
「
洋

服
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
洋
服
に
限
ら
ず
バ
ッ
グ
や
陶

器
等
の
持
ち
込
み
も
あ
り
ま
す
。
持
ち

込
み
料
０
円
、
買
う
人
は
１
個
１
０
０

円
で
す
。
良
い
服
を
持
っ
て
い
て
も
歳

と
共
に
着
ら
れ
な
い
、
着
な
い
等
で
、

持
ち
込
ま
れ
、
そ
し
て
買
わ
れ
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
に
「
似
合
う
、
似
合
う
」

と
言
わ
れ
、
次
の
回
は
実
際
に
着
用
し

て
来
る
方
も
い
ま
す
。
出
し
た
人
も
買

っ
た
人
も
「
こ
れ
１
０
０
円
！
」
と
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
ク
ラ
ブ
の
物
販
や
地
域
の

子
供
や
部
活
動
へ
の
物
販
寄
付
等
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
今
年
も

地
区
の
P
T
A
に
連
絡
し
子
供
た
ち
を

預
か
る
「
夏
休
み
子
供
サ
ロ
ン
」
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。
昼
食
の
提
供
も
や

っ
て
お
り
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
色
々
な
活
動
に
協
力

し
合
い
盛
り
上
が
る
こ
と
で
、
楽
し
み

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
日
々
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
当
面
は
日
帰
り
旅
行

を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
ま
ぁ
ー
す
。

洋服のリサイクル活動 環境美化活動

こけない体操



会
長  

津
隈
ミ
サ
オ

門
川
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
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皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、「
魚
の
町
」

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
門
川
町
で
、
私

た
ち
門
川
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
は
17
と
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
活
動
は
大
変
活
発
で
す
。

　

年
間
の
主
な
活
動
と
し
て
、
ま
ず
連

合
会
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
本
年
度
、

第
８
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
で
第
58
回
を
迎
え
ま

す
門
川
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
大
会
で
は
、

午
前
中
は
式
典
と
講
師
の
方
を
お
招
き

し
て
の
ご
講
演
、
午
後
か
ら
は
会
員
の

皆
様
自
慢
の
歌
や
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
行
い
、
毎
回
楽
し
く
盛
り
上
が

っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
20
回
と
な
り
ま
す
「
さ
わ
や
か
運

動
会
」
で
は
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
め

る
よ
う
、
足
腰
の
弱
い
皆
様
に
も
ご
参

加
い
た
だ
け
る
競
技
内
容
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

町
の
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
で
は
、

毎
年
完
売
と
な
る
「
い
も
天
」
の
販
売

や
、
親
子
で
交
流
し
て
い
た
だ
く
「
昔

遊
び
」
を
行
っ
て
お
り
、
竹
と
ん
ぼ
、

風
車
、
お
手
玉
な
ど
で
一
緒
に
遊
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
３
校
の
小
学
校
一
年
生

を
対
象
と
し
た
「
昔
遊
び
」
の
活
動
も

行
っ
て
お
り
、
こ
ま
回
し
、
竹
と
ん
ぼ
、

め
ん
こ
、
け
ん
玉
、
あ
や
と
り
、
お
り

が
み
な
ど
、
多
く
の
種
目
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
各
校
区
内
で

の
独
自
の
交
流
会
も
実
施
し
て
お
り
、

年
二
回
の
機
関
紙
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
長
年
に
わ
た
る
日
々
の
活
動

に
よ
り
、
令
和
７
年
度
に
は
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
を
町
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
受
賞
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
現
在
の
心
配
事
と
し
て
、

加
入
者
の
減
少
と
、
役
員
を
引
き
受
け

て
く
だ
さ
る
方
が
な
く
休
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
単
位
ク
ラ
ブ
が
出
て
き
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

先
人
の
皆
様
が
築
き
、
守
っ
て
こ
ら

れ
た
こ
の
「
門
川
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
」を
、

何
と
か
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
守
っ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

市 町 村 老 連 の 活 動

小学生と昔遊び
（あやとり・めんこ）

さわやか運動会

グラウンドゴルフ大会

第57回高齢者クラブ大会・
会員によるアトラクション
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この「県老連だより」は
共同募金会の配分金で
発行されています。

あ

と

が

き

　

昨
年
の
こ
の
時
期
、
県
内
は
既
に
梅
雨
明
け
し
て
い
た
も
の

の
、
線
状
降
水
帯
を
伴
う
大
雨
と
全
国
的
な
酷
暑
の
到
来
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
店
頭
か
ら
米
が
消
え
て
し
ま
い
日
本
中

が
呆
然
と
す
る
有
様
で
し
た
。

　

今
年
は
ど
ん
な
天
候
異
変
が
お
こ
る
の
だ
ろ
う
と
警
戒
し
て

い
ま
し
た
ら
、
今
年
に
入
っ
て
年
初
か
ら
毎
月
台
風
が
発
生
し

続
け
て
お
り
、
本
県
へ
の
直
撃
こ
そ
な
い
も
の
の
な
か
な
か
に

ス
リ
リ
ン
グ
な
状
況
で
す
。

　

な
お
、
天
候
不
順
に
よ
り
高
騰
し
た
令
和
７
年
度
産「
米
」で

す
が
、
今
年
は
収
量
に
特
に
問
題
な
い
見
込
み
で
、
こ
の
ま
ま

だ
と
間
も
な
く
古
米（
前
年
度
米
）に
な
る
た
め
、
店
頭
価
格
が

急
落
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
農
業
政
策
が
心
配
に
な
り
ま
す
ね
。

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

③補償範囲・掛金タイプ：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビル５階

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

03-3597-8770FAX. TEL.03-3597-8767
受付時間 9：30から12：00まで

13：00から17：00まで
土、日、祝祭日、
年末年始休

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2026年7月15日～9月15日まで
2027年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
※保険担当者とは・・・加入者の取りまとめ、加入申込書の記入、申込内容確認の窓口等をしてくださる方です。会長様は特に登録いたしませんので実務を
してくださる方をご登録ください。全老連保険係や保険会社から照会の連絡が入る場合があります。

日常生活全般のケガと熱中症を補償
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償が付いたタイプもあります
老人クラブ活動中のケガと熱中症を補償

2026年2月作成　25TC-005476

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2026年
2027年

2026年
2027年

保険始期月 保険期間

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険

」書明説項事要重「」要概「」トッレフンパ「ず必、はてったあに入加ご
をよくお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお
渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店ま
でお問い合わせください。

自分のケガと熱中症の保険（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

　都城支所　℡ 0986（24）0999
　延岡支所　℡ 0982（31）0999

　宮崎県消費生活センター　℡ 0985（25）0999

　局番なし　℡ 188

相談専用電話

消費者ホットライン

県消費生活センターからのお知らせ

【相談事例】
　契約している電力会社に委託されたという業者か
ら「分電盤の点検をする」と電話があり、承諾した。 
昨日訪問してきて、点検後に「分電盤が古いので漏電
する可能性もある。危険なので交換した方がいい」と
言われた。漏電したら困ると思い、約23万円で契約
し、数日後に工事予定だ。念のため、契約している
電力会社に確認したところ「この業者は当社とは関係
ない」と言われた。不審なので解約したい。

【アドバイス】
○�電話等で点検を持ち掛ける業者には安易に点検させないようにし
ましょう。もし、点検させたとしてもその場では契約せず、十分
に比較・検討しましょう。

○�分電盤を含む家庭用の電気設備は、４年に１回の法定点検が電力会
社に義務付けられています。法定点検の場合は、必ず事前に書面で
通知の上、登録調査機関の調査員証を携帯した調査員が伺います。
点検後にその場で何らかの契約を勧誘することはありません。

○�分電盤は経年劣化により故障する可能性があります。心配な場合
は電力会社等に相談しましょう。

○�特定商取引法上の訪問販売に該当する場合は、契約書面を受け取
った日から８日以内であればクーリング・オフできます。困った
ときは、早めに最寄りの消費生活センター等にご相談ください。

（お近くの相談窓口（市町村または県消費生活センター）に
  ナビダイヤルでつながります。）

「分電盤の点検商法」に気をつけて！


